
○地区を構成する町丁 ○位置図 ○防災関連施設

○地区自治会連合会名（自治会名）

○地区概況

○地震被害予測結果

○建物数・人口

○災害危険度評価 ○近年の主な災害履歴

○所見

水害

土砂災害

地震による地盤災害

地震による建物被害、火災

危険度評価項目 →危険度が高い
平成 2年 8月 8日 床下浸水1戸
平成 3年 9月19日 土砂災害1箇所
平成11年 8月14日 土砂災害2箇所
平成12年 9月16日 土砂災害1箇所

・相模川が氾濫した場合などに備えて、相模川自然の村が洪水時避難所として指定されている。
・鳩川沿いの低地に、川に近接する住宅地があり、その低地などで大雨時に内水浸水のおそれがあ
る。
・広域避難場所として、地区の北側に相模原北公園がある。
・富士山の大規模噴火時には2cm未満の降灰が予測されており、道路や鉄道の通行支障、停電などの
おそれがある（風向きによってはより重大な被害のおそれもある）。

平成26年度作成
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区 分 軽 傷 者 63人 0.6％
％ 11人 0.1％ 1

人 0.0％
合 計 2,553棟 重 傷 者 11人 0.1
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木造(昭和55年以前) 610棟 建物全壊 127棟 5.0
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避難所
※洪水時避難所兼用

内出中学校，※大島小学校

地形は、相模川沿いの低地と2段の台地（上段、中段）からなる。低地と台地の境には段丘崖が発達
しており、台地（中段）上を鳩川が流れる。台地は主に住宅地、農地であり、低地は主に公園として
利用されている。主要な道路として、県道48号鍛治谷相模原線が北西－南東方向に、県道508号厚木
城山線が鳩川沿いに通っている。

洪水時避難所 相模川自然の村野外体験教室
広域避難場所 相模原北公園
防災備蓄倉庫
※広域避難場所対応

大島小学校，内出中学校

臨時ヘリポート

主な災害時要援護
者施設

有限会社 内田工務店，社会福祉法人 相模福祉村 たんぽぽの家 大島，社会福祉法人相
模福祉村ケアホームⅠ，市立上九沢身体障害者デイサービスセンター，ケアプラザさが
みはら，アクア大島 小規模多機能ﾎｰﾑ，「ピースⅡ」放課後等デイサービス，ららふ
る，相模原ロイヤルケアセンター，相模原市営上九沢団地

幼稚園、保育園 大沢第二幼稚園，大島幼稚園，むくどり第２保育園，むくどり第2保育園　分園
大沢(上九沢西,上九沢中央,県営大島団地,上大島,自治会法人中の郷,自治会法人上九沢,九沢)

学校、大学 大島小学校，県立相模原総合高等学校，内出中学校

消防署
消防団詰所 上大島，下九沢
病院等 つじクリニック

地区別防災カルテ様式１　防災データベース No.36
大島小学校区

【緑区】大島、上九沢、下九沢 市役所、まちづく
りセンター、出張
所等の主な公共施
設

相模川ビレッジ若あゆ（相模川自然の村野外体験教室），相模原市古民家園（県指定重
要文化財「旧青柳寺庫裡」），相模川清流の里，県水産技術センター内水面試験場

警察署
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webadmin
テキストボックス
旧職業能力開発総合大学校は平成２８年１１月３０日に指定の解除
相模原北公園は広域避難場所として継続
県立相模原総合高等学校を平成２８年１２月１日に新規指定


